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技　術　仕　様　書

HybridOR血管造影装置

　　１式

　部屋名

　調達機器名

　調達数量

先端医学棟手術室７

１．機器の構成（１式の構成）

  仕様書番号：７-１-１

X線管保持装置は天井走行式もしくは床置き式であること

複数診療科の手技や開胸開腹術と血管内手術を併用した手術にも対応するために､
Cｱｰﾑは術者側面に配置し､患者に対して左右方向へ2000mm以上水平移動することで､
清潔な術野の確保とｽﾑｰｽな血管内治療の併用を可能とすること
不可である場合は8軸以上の多関節かつ伸縮可能なﾛﾝｸﾞｱｰﾑを組み合わせた構造を有し
た床置き式Cｱｰﾑ構造である場合は同等とする

HybridOR血管造影装置　　　 　　　　１式

支持ｱｰﾑｽﾀﾝﾄﾞは､患者頭側､左側および右側からｱﾌﾟﾛｰﾁ可能であることもしくは､
手術台を180度回転させた状態でも､同等のﾚｲｱｳﾄを実現できるように､無影灯､
ﾓﾆﾀ､電源ﾍﾟﾝﾀﾞﾝﾄ､麻酔器を配置すること

検出器部分の安全機構は非接触式安全機構を有し､患者との距離が10cmで減速､患者と
の距離が1cmで停止する機能を有すること本機能を満たさない場合には､患者への接触ﾘ
ｽｸを低減する為､別途ｾﾝｻｰなどを用いた､ｱｰﾑと患者の距離が10cm､ｱｰﾑと患者との距離が
1cmそれぞれの場合でｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝへ､ｱﾗｰﾑで警告するｼｽﾃﾑを構築すること

２．構成品の仕様

術者自身で設定できるｵｰﾄﾎﾟｼﾞｼｮﾆﾝｸﾞ機能を有し､50通り以上のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが可能であるこ
と

Cｱｰﾑは運用を考慮し広範囲に4000mm以上の頭尾方向への移動が可能であり､通常手術に
も支障なく部屋を使用できるため患者頭側､足元側に退避が可能な天井走行設計である
こと
床置き式である場合は8軸以上の多関節かつ伸縮可能なﾛﾝｸﾞｱｰﾑを組み合わせた構造を
有し､頭部側にて自由度の高い設置が可能であること
手術台に対して患者足側へｱｰﾑを退避させる設計でない場合は､手術台を180度転回した
状態において手術が可能となるよう麻酔器を追加設置すること

周辺機器　　　　　　　　　　　　　 １式

取扱説明書　　　　　　　　     　　１式

HybridOR血管造影装置は以下の要件を満たすこと

Cｱｰﾑ回転範囲はｱｰﾑを患者頭側に配置した場合､LAO/RAO=120°/185°以上､
CRAN/CAUD=45°/45°以上であること

X線管保持装置はMaquet社ﾏｸﾞﾅｽ手術台が統合されたｼｽﾃﾑであり､衝突安全機構の連携が
施されていること

高電圧発生装置は以下の要件を満たすこと

回転速度は可変で､最大25°/sec以上であること
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長時間の透視撮影に耐えうるようX線管の最大陽極冷却率は540kHU/min以上であること
左記のX線管性能を満たさない場合は､X線管の5年補償をつけること

寝台天板はX線吸収の少ないｶｰﾎﾞﾝ素材であること

様々な手術術式に対応が可能であり､頭尾方向､左右方向に傾斜する機能を有すること

手術中の患者固定を確実に行うための固定具を備えること

冷却方式は､水冷式または油冷式､あるいは両方式の併用方式であること

X線管焦点ｻｲｽﾞは2焦点以上有し､小焦点0.5mm以下､大焦点1.0mm以下であること

補償ﾌｨﾙﾀ操作は遠隔操作および近接操作が可能なこと

X線管焦点ｻｲｽﾞが0.8mm以下の場合､最大出力が42kW以上であること

ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨﾃｸﾀｰは以下の要件を満たすこと

最大入力視野ｻｲｽﾞは38cm×30cm以上を有し6段階以上の視野切替えが可能であること

X線管焦点ｻｲｽﾞが0.5mm以下の場合､最大出力が19kW以上であること

焦点ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ機能を有し､小焦点故障時に大焦点にて継続して透視および撮影のX線出
力が可能であること

寝台の耐荷重は160kg以上であること

3種類以上の被ばく低減用付加ﾌｨﾙﾀが装備され､最大ﾌｨﾙﾀ厚は0.9mmCueq以上であること
左記の被ばく低減性能を満たさない場合は､画像へ写り込みの少ない半導体ｽｷﾝﾄﾞｰｽﾞﾒｰ
ﾀ(米国FLUKE社製 TNT+DoseMate CD型以上､米国Mcmahon社 SDM)を用意し､且つ患者被ば
く線量管理用ｿﾌﾄを搭載した端末を準備し､ﾘｱﾙﾀｲﾑで被ばく管理できるｼｽﾃﾑを構築する
こと

HybridOR血管造影装置用寝台は以下の要件を満たすこと

寝台は血管造影X線装置付属のものではなく､手術用寝台を有すること

X線管の長時間定格は3.0kW以上であること

最大出力は100kw以上であること

ﾋﾟｸｾﾙｻｲｽﾞは160×160μm以下であること

濃度分解能は14bit以上であること

透視および撮影において残像処理がおこなえるﾘﾌﾚｯｼｭﾗｲﾄ等の物理的な残像処理機能を
有していること

量子検出効率(DQE)は73%以上であること

ｲﾝﾊﾞｰﾀ制御方式であること

寝台の昇降､横転､縦転､ｽﾗｲﾄﾞ作動が全て電動操作で行えること

X線管は以下の要件を満たすこと

最高使用管電圧は125KV以上､最高使用管電流は1000mA以上で､最短曝射時間は
1msec以下であること
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DICOM Ver3.0で規定するStorage Service ClassのSCUとして､画像を送信する機能を
有すること

DICOM Ver.3.0で規定するPrint Management Service ClassのSCUとして画像出力
できる機能を有すること

患者情報通信は､DICOM Ver.3.0(MWM)で規定する規格で､患者氏名､患者ID､性別､
生年月日等を､既存の放射線部情報ｼｽﾃﾑから受信できる機能を有すること

DICOM SR にて線量ﾚﾎﾟｰﾄの出力できる機能を有すること

検査室及び操作室双方から画像の選択や再生が可能であること
不可である場合は移動型ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ台に装備した検査室用画像参照操作ﾓｼﾞｭｰﾙを
2式装備すること

ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ機能として､静止画PACS及び動画PACSとの間で､DICOM storageにより
QR機能により画像取得ができること

1024×1024 12bit､又は､1024×1024×10bit画像で､正面100,000画像以上保存できる
機能を有すること

画像の選択､再生等の処理は検査室､操作室共に可能であること

3D画像を手術室内手術台近接型ﾀｯﾁｾﾝｻｰ操作卓で操作が可能であること

ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ機能を有すること

参照画像をMAPとし透視画像を重ね合わせﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟが行える機能を有すること

輪郭強調処理､ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整､輝度調整､ｽﾞｰﾑ機能､画像表示､ｺﾒﾝﾄ入力が行えること

検査中の透視画像を透視と連動してDVDﾚｺｰﾀﾞｰに記録できること

58ｲﾝﾁ以上の大画面LCDﾓﾆﾀｰﾗｲﾌﾞおよびﾘﾌｧﾚﾝｽ画像と合わせて10種類以上の映像信号を
入力が可能であり､8種類以上の映像信号の出力が可能であること

ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ撮影機能は1024×1024ﾏﾄﾘｸｽ以上､最大30f/sec以上であること

放射線技師の観察するﾓﾆﾀｰ1台について､Cｱｰﾑの角度､位置情報等が表示される
機能を有すること

画像処理機能は以下の要件を満たしていること

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ撮影のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝは以下の要件を満たしていること

透視機能は以下の要件を満たすこと

操作室に､患者登録を行うためのﾓﾆﾀｰを1式有すること

1024×1024ﾏﾄﾘｸｽのﾃﾞｼﾞﾀﾙ透視(ﾊﾟﾙｽ透視)が可能であること

透視ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ機能を有すること

透視ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ中に透視画像を拡大できること

ﾊﾟﾙｽ透視は4p/s以下および30p/s以上が可能であり複数設定できること

手術室内のﾓﾆﾀｰは､対角58ｲﾝﾁ以上の大画面LCDﾓﾆﾀｰを1台装備すること

操作室のTVﾓﾆﾀｰは､18ｲﾝﾁ以上の白黒液晶ﾓﾆﾀｰで2台(透視x1､参照画像x1)以上装備する
こと

画像参照用ﾓﾆﾀｰに関し､以下の要件を満たすこと

最大500枚以上の透視画像を､記録･再生できる機能を有すること
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Cｱｰﾑの主軸回転及び患者横方向からのCｱｰﾑの挿入によるｽﾗｲﾄﾞ回転のいずれでも
回転撮影が可能であること

回転撮影によるDA画像を基に3次元画像再構成が可能であり､処理された画像を
DICOM画像を出力可能であること

回転撮影時の収集ﾃﾞｰﾀは自動で転送されること

Cｱｰﾑの回転撮影ﾃﾞｰﾀよりｺｰﾝﾋﾞｰﾑCT画像を再構成表示できること

ｺｰﾝﾋﾞｰﾑCT撮影時は最大490枚以上の画像収集が可能であること仕様を満たさない
場合は､画像収集後に後処理にて高精細画像の解析が可能な別途3D画像処理
ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝを装備すること

3D血管画像とｺｰﾝﾋﾞｰﾑCT画像をﾌｭｰｼﾞｮﾝできる機能を有していること

ｺｰﾝﾋﾞｰﾑCT機能において､高分解能専用撮影ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び画像処理機能を有すること

画像再構成画像は､1回の回転撮影によりｱｲｿｾﾝﾀｰで24cm以上の有効視野を
有していること

ｺｰﾝﾋﾞｰﾑCTの画像再構成時間は術中に使用するため撮影後､ｸﾘｯｸ操作やﾎﾞﾀﾝ操作
なく画像転送から再構成表示まで自動で行えること

ｺｰﾝﾋﾞｰﾑCTは､金属ｱｰﾁﾌｧｸﾄを軽減できる機能を有すること

動脈瘤の容積算出機能を有し､画像上にて動脈瘤部をｸﾘｯｸすることで自動容積計算
表示が可能であること

3D画像より最適なｱｰﾑ角度のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝが可能であり､算出されたﾜｰｷﾝｸﾞｱﾝｸﾞﾙを3
D画像にﾘﾝｸしたCｱｰﾑｵｰﾄﾎﾟｼﾞｼｮﾝ機能により自動設置が可能であること

任意のﾏﾄﾘｸｽを指定した拡大再構成表示が可能であること

3次元再構成画像にﾘｱﾙﾀｲﾑ透視画像を組み合わせた3Dﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ機能を有すること

3Dﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ機能において装置Cｱｰﾑの動作､患者ﾃｰﾌﾞﾙのｽﾗｲﾄﾞに合わせた自動追従
表示機能を有すること

3Dﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ機能において微細な体動に自動追従する機能を有すること

既存のMRIおよびCTにて収集された画像と透視画像をﾘｱﾙﾀｲﾑに重ね合わせ表示
できる機能を有すること

ｺｰﾝﾋﾞｰﾑCT機能は以下の要件を満たしていること

画像解析ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝは以下の要件を満たすこと

画像解析ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝはｱﾝｷﾞｵ装置専用のﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝであること

ﾎﾞﾘｭｰﾑﾚﾝﾀﾞﾘﾝｸﾞ､ｻｰﾌｪｲｽﾚﾝﾀﾞﾘﾝｸﾞ､ｸﾞﾗｼﾞｴﾝﾄﾚﾝﾀﾞﾘﾝｸﾞ(半透明表示)表示が
可能であること

回転撮影時の収集ﾃﾞｰﾀは自動で3D表示されること

回転撮影終了後の3次元画像再構成表示は､ｸﾘｯｸ操作やﾎﾞﾀﾝ操作をすることなく
画像転送から再構成表示まで自動かつ10秒以内であること

Cｱｰﾑを頭側に設置した際､撮影の回転速度は50°/秒以上であること

回転撮影機能は以下の要件を満たしていること

回転撮影機能において最大200度以上の範囲で回転撮影が可能であること
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ｲﾒｰｼﾞｶﾞｲﾀﾞﾝｽ機能は以下の要件を満たしていること

周辺機器は以下の要件を満たすこと

既存CT装置からDICOM3D画像を取得し､大動脈弁置換術のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝが行える専用の
ｿﾌﾄｳｴｱを有していること

ﾏｯｹ社のﾏｸﾞﾅｽ手術台(心臓血管外科仕様､整形外科仕様)を有すること

本院PACSとの間で画像(DICOM3.0)の送受信および当院RISとﾓﾀﾞﾘﾃｨｰﾜｸﾘｽﾄ管理(MWM)が
可能であること

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰｺﾝｿｰﾙに合うﾃﾞｽｸ､椅子を用意すること

既存の床置き式造影剤ｲﾝｼﾞｪｸﾀｰを1式移設・取り付けを行うこと

本装置のｾｯﾄｱｯﾌﾟにあたって､当院の担当者と十分協議をおこなうこと

当院が指定した場所に装置の搬入､据付､配管配線及び調整をおこなうこと
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰに乗らない場合は､外部にｽﾃｰｼﾞを設けて搬入すること

本装置の搬入､設置､調整等は当院の指示のもとに実施すること

ﾈｯﾄﾜｰｸ接続に関しては､事前に当院担当者と協議を行い､当院からの要望を満たすこと

検査室､操作室間で双方向に通信できるﾏｲｸ及びｽﾋﾟｰｶｰを2式有すること

装置の輸送､搬入､据付工事､接続､配管､配線工事及び試運転調整については､
日程等を発注者と受注者とで協議して定めるものとする
なお､工事の進捗状況等止むを得ない事情により､装置の搬入時期の変更が
必要になった場合は､当院と協議の上､調整を行うこと

本工事にかかる施工方法については､当院の指示に従うこと

搬入に伴う費用は納入業者の負担とする

電話回線は業者において設置すること

天井吊ｱｰﾑ用のﾚｰﾙ取付金物の取付けを行い､設置精度を遵守する事

装置用絶縁ﾄﾗﾝｽを設置し､指定電源盤より2次側の結線をする事

CPU室内に除湿器を設置する事

電話回線を使用したｵﾝﾗｲﾝでの保守管理もしくはﾘﾓｰﾄﾒﾝﾃﾅﾝｽ体制が可能であること

365日24時間ｻﾎﾟｰﾄ体制であること

当院循環器動画ｼｽﾃﾑと接続及び画像転送が可能であること
また、ｼｽﾃﾑ用端末として（ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ端末１台、ﾉｰﾄ端末１台）を用意すること

入札時点で製品化されており､｢医薬品､医療機器等の品質､有効性
及び安全性の確保等に関する法律｣の承諾を得た機器であること

本装置の稼動にあたっては､当院の指示のもとに当職員に関係法令に
基づく十分な操作方法等の教育をおこなうこと

患者監視用ｶﾒﾗ、ﾓﾆﾀｰを１式用意すること

新棟工事期間中に天井架台等の取付を行うこと
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3-1-16

3-1-17

3-1-18

3-1-19

3-1-20

3-1-21

3-1-22

3-1-23

3-1-24

3-1-25

3-1-26

3-1-27

3-1-28

3-1-29

3-1-30

3-1-31

3-1-32

4-1

4-1-1

4-1-2

4-1-3

上項のﾀｸﾞ情報として､ｵｰﾀﾞｰ番号､患者ID,患者氏名､患者生年月日､
患者性別を有すること

障害発生時の緊急対応として､2時間以内に連絡が取れる体制を整えると共に､
連絡を受けてから速やかな現場対応ができる体制を整えること

装置の設置にあたり､申請書類の作成支援を行うこと

障害発生時の緊急連絡先情報を含む対応ﾏﾆｭｱﾙを作成し､担当職員に提出すること

本仕様に定めない事項は､必要に応じ発注者と受注者で協議して定めるものとする

装置の納入検収後1年後に定期点検を無償で行うと共に､その後の性能維持を図ること

試運転終了後翌年度末までの性能保証をし､その期間に発生した初期不良
又は製造元に原因が帰するものについては､すみやかに修理又は､取替を行うこと
また､試運転終了後翌年度末以降は､定期点検契約を締結し性能維持を図ること

透視､撮影に連動する､透視画像記録装置を有すること

静岡県内に技術者が常駐しており､迅速な保守対応ができること

本装置が有効に稼働するために教育訓練を行い､当院が必要と認めた際は
追加訓練を行うこと

調達物品に関する取扱説明書(日本語)を1部､及びPDFによるﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀを
用意すること

納入するまでの間に装置の仕様変更やｿﾌﾄｳｪｱの変更があった場合は､
発注者と協議の上､最適な仕様で引き渡すこと

ﾘﾓｰﾄ診断に関わる回線費用は落札業者が負担すること

機械室内の空調環境は､機械の動作に支障のないよう整備すること

当院から要請のあった場合は､迅速な保守ｻｰﾋﾞｽができる体制であること
納入後翌年度末までは､機器が正常に稼働するために必要な保守･点検
(定期交換部品代含む)を無償でおこなうこと
無償期間終了後の5年間は､年2回の定期点検､ﾘﾓｰﾄｻｰﾋﾞｽ費､単価100万円以下の
部品費､ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｻﾎﾟｰﾄ､修理代を含む保守金額を入札時の金額に本装置と
別に明記すること
また､機器の部品は準備し､適正な価格で供給すること

搬入場所は先端医学棟手術室(添付1)とすること

搬入場所及び保守体制は以下の要件を満たすこと

4.搬入場所及び保守体制

電源設備の工事については､事前に当院担当者と協議の上行うこと

装置の設置後､X線漏洩線量測定を行い､報告書を作成すること

機器の設置にあたっては工事区分表(添付2､添付3)に従うこと

同時入札の手術中用磁気共鳴画像診断装置と同一メーカーとすること
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